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ご挨拶・冊子の見どころ

AGCグループの長期持続的な企業価値向上の取り組みをお伝えします。

「AGC統合レポート 2025」の見どころ

私たち AGC グループは、企業理念 “Look Beyond” のもと、長期持続的な企業価値の向上に取り組んでいます。「AGC 統合レポート」では、投資家の皆様をはじめとする多様なス
テークホルダーの方々に、企業価値向上に向けたグループ経営の考え方や具体的な取り組みをご紹介しています。2025年のレポートでは、長期経営戦略「2030年のありたい姿」を実現
するための主要戦略や、2024年 2月に発表した中期経営計画 AGC plus-2026 の進捗について経営陣のメッセージとともに詳しくご説明します。AGC グループがたゆまず取り組んで
きた長期視点の経営へのご理解を深めていただければ幸いです。
私は「AGC 統合レポート」の制作プロセスが正当であり、AGC グループの状況を適正に表していることを表明します。私たちは、本レポートを含む多様なツールを活用し情報開示の充実
を図ることで、ステークホルダーの皆様との対話を一層深めていきます。今後ともご支援のほど、どうぞよろしくお願い申し上げます。

マネジメントメッセージ

特集

社外取締役メッセージ

AGCグループの企業価値向上に向けた戦略や「2030年のありたい姿」について、CEOがステークホ
ルダーの皆様にご説明します。CFOからは資本コストと株価を意識した経営について、CTOからは
AGCグループが培ってきた技術的強みや、技術開発戦略・知的財産戦略についてご説明します。

長期経営戦略「2030年のあり
たい姿」の実現に向けて、継続
的な企業成長を実現する人的
資本経営「人財のAGC」につい
てご説明します。

AGCグループが培ってきたコ
アテクノロジー、コアテクノロ
ジーの複合化による新製品開
発の事例、技術開発戦略の進
捗についてご説明します。

代 表 的 な 事 業 の バ リュ ー 
チェーンにおける環境への取り
組みや価値創造事例について
ご紹介します。また、TCFDのフ
レームワークに則り気候変動へ
の対応についてご説明します。

取締役会での議論内容、AGCグループのコーポレートガバナンス体制の評価、AGCグループの企業
価値向上に向けた考えなどについて、3名の社外取締役がご説明します。

今後も成長が見込まれる半導体市場。AGCグループでは各事業部や技術本部が
組織の枠を越えて連携し、付加価値の高い製品の開発を進めています。
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代表取締役　社長執行役員CEO　平井 良典
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表紙について
この表紙では、AGC グループが創出したい 3 つの社会的価値「Blue planet（持続
可能な地球環境の実現）」「Innovation（革新的な未来社会の創造）」「Well-being

（安心安全な暮らしへの貢献）」を表現しています。

報告対象範囲 （2025年 6月発行）

•報告対象期間  2024年 1月～ 12月

•報告対象組織   AGC株式会社および連結対象の 
国内外グループ会社 186社

文中の主な表記と報告対象
•AGCグループ：上記の「報告対象組織」と同様 

•AGC：注記がない場合はAGCグループと同様

参考にしたフレームワーク
本レポートの作成に当たっては、IFRS財団提唱の「国際統合報告フレームワーク」、経済産業省発表の「価値協
創ガイダンス」を参考にしています。

見通しに関する注意事項
本統合レポートに記載されているデータや将来予測は、本統合レポートの公開日現在において入手可能な情報
にもとづくものです。さまざまな要因により影響を受けることがありますので、実際の業績は見通しから大きく
異なる可能性があります。そのため、これらの将来予測に関する記述に全面的に依拠することは差し控えるよ
うお願いいたします。また、当社は新しい情報、将来の出来事等にもとづきこれらの将来予測を更新する義務
を負うものではありません。

AGCグループの主なコミュニケーションツール

財務情報

PDF

Web

非財務情報

AGC統合レポート 2025（本レポート）
長期的な企業価値向上に向けた企業姿勢・事業戦略・活動などを幅広く紹介

AGCホームページ
AGCグループに関する情報を幅広く、詳しく、タイムリーに発信

フィナンシャル・レビュー（英文のみ）

事業概況および連結財務諸表を含む
財務内容を報告

サステナビリティデータブック 2025
サステナビリティ実現に向けた各種取り組み方針や 
非財務データを報告（2025年 8月発行予定）

株主・投資家情報
財務情報を中心にAGCグループの IRに関する
情報を詳しく、タイムリーに発信

サステナビリティ
サステナビリティ実現に向けた各種取り組み方針や
非財務データを報告

 �https://www.agc.com/sustainability/book/index.html#ac02 https://www.agc.com/ir/library/financial/

 https://www.agc.com/ir/

 https://www.agc.com

 https://www.agc.com/sustainability/index.html

 https://www.agc.com/sustainability/book/index.html#ac01
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AGCらしさとは何か。それは、「風通しの良さ」「チャレンジ
を奨励」「主体性を重視」の三つに象徴される企業文化です。
これらをベースにして各個人が主体的に成長し、その力が生
かされているところがAGCらしさであり、強みでもあります。
創業以来120年近くポートフォリオ変革を続けてこられたのも、
このカルチャーのもと、幅広いチャレンジを行ってきたからに
ほかなりません。

そのAGCらしいあり方をさらにブラッシュアップするため
に2016年に打ち出したのが、「両利きの経営」です。既存事
業である「コア事業」を強固で長期安定的な収益基盤とする一
方で、新たな成長分野で高収益の「戦略事業」を創出するとい
う経営方針であり、これは、当社が長い歴史の中で続けてき
たことが今も脈々と受け継がれていることを意味しています。

当社が提供する「素材」の研究開発や事業化には、非常に長

代表取締役  
社長執行役員CEO

平井 良典

AGCらしさと強み
長期的視点による成長・進化

直面する課題を着実に克服し
「両利きの経営」を推進。
長期的な視野に立った経営と
人づくりで
企業価値向上を実現します。

CEOメッセージ
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コア事業

戦略事業

各事業の競争力を高め、強固で長期安定的な
収益基盤を構築

高成長分野において、自社の強みを活かし、
将来の柱となる高収益事業を創出・拡大

CEO メッセージ

い年月を要します。長期経営戦略「2030年のありたい姿」
の実現、つまり素材を通じてサステナブルな社会の実現に
貢献し、継続的に成長・進化するために、AGCらしさ、強み
を生かし、長期的な視点を持って経営に取り組んでいます。

いこと。もう一つは、戦略事業について、環境変化に対応で
きる強靭性を十分につけられていないことです。

戦略事業は2016年に設定してから2021年まで売上も利
益も伸び続けましたが、ライフサイエンス事業は急速に悪化
して2年間赤字となりました。コロナウイルス特需の減退、
世界的な金融引き締めの影響で、中小バイオテック企業へ
の資金流入が停滞したこと等が影響していますが、それに
耐えられなかったこと自体が当社の実力の現れだったとい
えます。戦略事業は成長性の高い事業だからといって不安
定で良いわけではありません。例えば、エレクトロニクス事
業は伸び続けて高い収益を上げています。それらと同様の
成長軌道までライフサイエンス事業を引き戻し、強靭な事業
にしなければなりません。そのために、生産の急拡大に追

いつかなかったオペレーション体制の立て直しや、DXによ
る人手に頼らない仕組みづくりの実現に向けた取り組みを
すでに進めています。

一方のコア事業ですが、業績が低迷していたディスプレ
イ事業とオートモーティブ事業は、大幅な構造改革によって
利益が回復しつつあります。以前のように数量とシェアを
追いかけるのをやめ、収益性を考慮し生産能力を集約した
上で、戦略的な価格政策を実施しています。コア事業の他
の分野でも同様の考え方を適用し、強固な収益基盤とする
ことで「両利きの経営」の実現・継続を図っていきます。

2024年の振り返りとAGC plus-2026 の進捗
PBR・ROE低迷を脱するために

2024年を振り返ったとき、まずは、当期純利益が過去最
大の赤字となり、ご心配をおかけしたことを全てのステーク
ホルダーの皆様にお詫びしなければなりません。ロシア事
業の撤退は、たとえ損失が出ても実施すべきことでしたが、
バイオ医薬品CDMO事業の減損損失については、先ほど申
し上げた通り、環境変化に耐えられるような強靭な事業体制
を築けていなかったことが反省点です。営業利益ベースで
の全体の収益性は10年前と比べると2倍近く、1,200億円
超を挙げられるようになっているにも関わらず、最終の利
益に残らないというのが大きな問題です。

PBRが1倍を割っている現状も、そうした利益構造の影響で
ROEが 低 迷していることが 最 大 の 要 因と考えています。
2021年にはROEが10%に届きましたが、その後は安定して
いません。これを安定して8%以上で維持できる状態にする
ことが最優先です。安定して営業利益1,800億円を確実に出
せるようになれば、ROE8%達成も視野に入ってきます。その
ためにも、コア事業を強固で長期安定的な収益基盤とし、戦略
事業を強靭化することを着実に実現していく必要があります。

事業ポートフォリオ
変革

サステナビリティ
経営の推進

2030年のありたい姿
独自の素材・ソリューションの提供を通じて、

サステナブルな社会の実現に貢献するとともに、
継続的に成長・進化するエクセレントカンパニーでありたい

「両利きの経営」実現への課題と取り組み

継続的に成長・進化することは容易ではありません。人
は何か成功体験を持つとサクセストラップに陥って、チャレ
ンジをしなくなりがちです。「チャレンジを奨励する」と言葉
で言うのは簡単ですが、実際にそのように従業員に動いて
もらうためには、経営陣が率先してチャレンジしていくこと
も大切です。2016年に戦略事業を設定し、「両利きの経営」
をスタートさせ、積極的に全社に発信したのはその一環で
すが、それを受けて「自分もチャレンジをしたい」と言う人も
増えてきました。

とはいえ、「両利きの経営」を継続させ、「ありたい姿」を
実現していくのは、とても困難な道であるとも感じています。
現状で直面している課題は二つあります。一つは、コア事業
を長期安定的な収益基盤とすることがまだまだできていな

エレクトロニクス モビリティ ライフサイエンス パフォーマンス
ケミカルズ

建築ガラス オートモーティブ ディスプレイ エッセンシャル
ケミカルズ セラミックス

AGC グループの
価値創出

スパイラル

企業価値の向上

経済的価値の追求 
（ROE 10%以上）

３つの社会的価値の創出

全社戦略

■ 半導体関連部材
■ オプトエレクトロニクス

用部材
■ 次世代高速通信用部材

■ 車載ディスプレイ用カ
バーガラス

■  CASE 向けの高付加価
値品

■ 合成医農薬CDMO
■ バイオ医薬品CDMO

■ 多業界向け高機能フッ
素製品

継続的に経済的・社会的価値を創出

■ 建築用板ガラス
■ 建築用加工ガラス

■ 自動車用ガラス ■ 液晶 / 有機 ELディ
スプレイ用ガラス
基板

等

■ 苛性ソーダ
■ 塩化ビニル樹脂

等

■ 電鋳耐火物
■ ファインセラミッ

クス
等

04AGC 統合レポート 2025

AGC グループの現在と価値創造CEO メッセージ 成長に向けた経営計画と戦略 事業戦略 経営基盤戦略 データコーポレートガバナンスCEOメッセージCEOメッセージ







たその道のプロフェッショナルの方々に入っていただいてい
ます。また、2025年からは社外取締役を1名増やし、社内・
社外の取締役を同数としました。社外取締役・社外監査役に
は、厳しくものを言っていただける方々にお願いしており、
実際、取締役会においては活発な議論が交わされています。
今後も世の中から求められる形を前向きに検討しながらコーポ
レートガバナンスの強化に努めていきます。

企業価値向上に向け、 
ステークホルダーとのさらなる信頼構築へ

2025年初めに、従来「グループビジョン」としていた“Look 

Beyond” を新たに「企業理念」として再定義するとともに、内容
を改定しました。時代に合わせてアップデートした「私たちの価
値観」には、Innovation & Operational Excellence、Sustainability 

for a Blue Planet、One Team with Diversity、Integrity & Trustを
掲げています。最後のIntegrity & Trustは、従来の「誠実（Integrity）」
に、Trustすなわち「信頼」を加えたものです。安全・環境・品質・
コンプライアンスは事業の前提であり、企業内不祥事を起こさ
ないなどの「誠実」は、本来、当たり前のことです。重要なのは、
その「誠実」をベースに社会やお客様から「信頼」をいただくこ
とです。当社が建築用・自動車用ガラスでトップシェアを維持
し、世界のさまざまな産業のお客様に製品を納めることがで
きているのは、ステークホルダーの皆様からの長年の「信頼」
があってこそ。それを改めて心に刻むため、今回、Integrity & 

Trustを「私たちの価値観」とした次第です。
2024年はバイオ医薬品CDMO事業の大幅な減損損失の

計上など、大きな反省点がありました。課題を克服して戦略
事業の強靭性を高め、コア事業を長期安定的な収益基盤とす
ることで、「両利きの経営」による成長軌道に戻し、ROE・PBR
を改善する。それが、皆様の「信頼」に応えるため私たち経営
陣に課せられている務めであり、私自身の喫緊の課題です。
また、さらなる将来を見据えた成長の種を見つけていくこと
も大切な仕事だと思っています。株主・投資家をはじめとし
た社会の皆様とのコミュニケーションを通じた信頼構築に努
め、AGCグループが「いつも世界の大事な一部」であり続け
られるよう継続的な成長・進化を目指してまいりますので、ス
テークホルダーの皆様には、これまでと変わらぬご理解とご
支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

当社グループは海外グループ会社の従業員が約7割と
なっており、国籍のダイバーシティはある程度実現してい
ます。しかし、大切なのはDE&I（ダイバーシティ・エクイティ
＆インクルージョン）の最後の「インクルージョン」です。お
互いを認め合い、活かし合うことこそが、新たな価値創造
の源泉なのです。先ほど申し上げたように、50年、100年
と会社が継続的に成長・進化するのを支えていくのは「人」
の力にほかなりません。技術を生み出すのも人なら、モノ
づくりをするのも人。そのための「人づくり」を通じて、これ
からもAGCの人的資本経営に取り組んでいきます。

より高度なガバナンスの追求

当社は早くからコーポレートガバナンス強化にも取り組
んできました。2002年に執行役員制度を導入するとともに、
独立役員として社外取締役を招くなどの改革を実施しました。
また、監査役会設置会社の中でも、任意の指名委員会・報
酬委員会を持つ先駆的なガバナンス体制を取ってきました。
一方で、海外の機関投資家などからの理解の得やすさなど
も踏まえ、監査役会設置会社以外の機関設計についてもオ
プションとして常に検討しております。

現状、社外取締役・社外監査役には、グローバル企業の経
営経験者や弁護士をはじめ、さまざまな分野で活躍されてき

2025年 5月
代表取締役 社長執行役員CEO　平井 良典

“AGC、いつも世界の大事な一部”
～私たちは先を見据え、独自の素材・ソリューションで、
いつもどこかで世界中の人々の暮らしを支えます～

“易きになじまず難きにつく”私たちの
スピリット

• Innovation & Operational Excellence
• Sustainability for a Blue Planet
• One Team with Diversity
• Integrity & Trust

私たちの
パーパス

私たちの
価値観

■風通しの良さ・チャレンジ・主体性を重視する
企業文化をより一層醸成・浸透させ、多様な
人財の強み・個性を引き出し、主体的な学び
と成長を支援する

■成長する個々人からなるエンゲージメントの
高い組織が、社内外の連携も活用して、知の
化学反応と現場力の強化を促進し、企業価値
を向上させる

�私たちの
パーパスの実現

�企業価値向上

AGCの企業文化 風通しの良さ チャレンジを奨励 主体性を重視

知の化学反応/
現場力の強化

エンゲージメント
の向上

多様な人財を
活かす

個人の主体的な
成長を支援

CEO メッセージ

企業理念
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AGCグループ企業理念　

 は、AGC グループの全ての事業活動・社会活動を貫く企業理念です。
この言葉には、次の想いが込められています。  

 �将来を見据え

 �自らの領域を超えた視点を持ち

 �現状に満足せず 
イノベーションを追求し

グループ全体が持つ大きな潜在力を発揮し、

世界に価値を提供し続けます。

私たちのパーパス

私たちの価値観

私たちのスピリット

AGCグループが世の中に
提供するべき価値、 
グループの存在意義

AGCグループの全員が、 
あらゆる行動の基礎として 
共有する重要な考え方

AGCグループの全員が、 
世代を超えて受け継ぎ、 
実践していく基本精神
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“AGC、いつも世界の大事な一部”
～私たちは先を見据え、独自の素材・ソリューションで、いつもどこかで世界中の人々の暮らしを支えます～
私たちAGCグループは、幅広い素材・生産技術にもとづく独自の素材・ソリューションを提供し、お客様と長期的な信頼関係を築き、お客様から最初に 
声がかかる存在であり続けます。そして、お客様や社会にとって“無くてはならない製品”を提供し続け、いつもどこかで、世界中の人々の暮らしを支えます。

“易きになじまず難きにつく”私たちのスピリット

Innovation & Operational Excellence
• 常に先を見据え、イノベーティブな技術、製品、サービスを追求します
• 不断の改善によって、卓越した品質と効率を追求します
•  イノベーションとオペレーショナル・エクセレンスの両面で、新しい価値の創造に挑戦し続けます

1907年にAGCを創設した岩崎俊彌が唱えた創業の精神です。

Sustainability for a Blue Planet
•  持続可能な社会の実現に貢献するとともに、自らも成長・進化し続けます
• 社会的価値の創出を通じ、経済的価値を実現します
• 安心・安全な職場環境の実現に努めます

One Team with Diversity
•  常に異なる視点・意見を尊重します
•  あらゆる属性にこだわらず、多様な能力・個性を求め、互いの強みを活かし、One Teamで新たな価値を生み出します

Integrity & Trust
•  高い倫理観にもとづき、法令や規制を厳格に遵守し、あらゆる関係者と透明・公正な関係を築きます
•  提供するあらゆる製品・サービスについて、お客様の満足と信頼を得るための責任を全うします
•  誠実な行動を通じて、社内外の関係者との信頼を培います

AGCグループ企業理念　

私たちのパーパス

私たちの価値観
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AGC グループは、「建築ガラス」「オートモーティブ」「電子」「化学品」「ライフサイエンス」「セラミックス・その他」の事業領域で、
110年を超える歴史の中で培った世界トップレベルの多様な素材・技術、幅広いお客様基盤、高度な生産技術を強みとして、新たな価値創造に挑戦しています。
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売上高・営業利益 建築ガラス事業 
売上高　4,380億円 
営業利益　164億円
オートモーティブ事業 
売上高　4,988億円 
営業利益　139億円
電子事業 
売上高　3,645億円 
営業利益　545億円
化学品事業 
売上高　5,936億円 
営業利益　568億円
ライフサイエンス事業 
売上高　1,412億円 
営業利益  -212億円
セラミックス・その他事業 
売上高　791億円 
営業利益  51億円

売上高

 2兆676億円

日本・アジア： 13,181億円
欧 州 ： 4,926億円
米 州 ： 2,569億円

日本・アジア： 1,817億円
欧 州 ： 89億円
米 州 ： -138億円
地域共通費用： -510億円

AA A2A-
営業利益

 1,258億円

AGCグループの現在を表す数字（2024年 12月 31日時点）

格付

売上高

格付投資情報
センター

スタンダード＆
プアーズ ムーディーズ

営業利益

2兆8,897億円

9,803億円

総資産

時価総額

日本・アジア： 約34,100名
欧 州 ： 約14,900名
米 州 ： 約 4,700名

日本・アジア： 85
欧 州 ： 90
米 州 ： 11

計186社計 約53,700名

連結従業員数 連結子会社数

At a Glance
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トップトップ
シェアシェア

ETFE樹脂
（フッ素樹脂）

※当社製品名はFluon® ETFE

高いマーケットシェアを誇るAGCの製品群

AGC グループは培ってきた技術力を背景に、ガラスや化学品をはじめとする製品で社会的価値を創出するとともに、
高いマーケットシェアを誇ります。

*1：欧州（除くロシア）・南米・東南アジア・日本 / 当社調べ　　*2：生産能力ベース / 当社調べ　　*3：販売ベース / 当社調べ　　*4：商用品目数ベース / 当社調べ

マーケットシェア（2025年 1月時点当社推定）

*1

*2 *3 *3

*3

*3

*2

*3

*3

*4

*3

*3

*2

 建築ガラス事業
 オートモーティブ事業
 電子事業

 化学品事業
 ライフサイエンス事業
 セラミックス事業

No.No.11No.No.11

No.No.11

No.No.11

No.No.11
世界

世界

世界

世界

世界世界

世界

欧州・日本等

世界

トップトップ
シェアシェア

トップトップ
シェアシェア

トップトップ
シェアシェア

東南アジア

東南アジア

世界

50%以上

50%以上

電子機器用超薄板
ソーダライムガラス

苛性ソーダ現場塗装塗料用
フッ素樹脂

Ex vivo遺伝子
治療薬 開発・製造
受託案件数

車載ディスプレイ用
カバーガラス

高ジルコニア
電鋳レンガ

フロート板ガラス

TFT液晶／有機EL用
ガラス基板

自動車用ガラス

EUV露光用
フォトマスク
ブランクス

塩化ビニル樹脂

No.No.22 No.No.22

No.No.22
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沿革
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1909

売上高 営業利益

日本が近代国家へと変
貌する中で建設ラッシュ
が起こり、ガラスへの需
要が急騰

国産の板ガラス製造を
開始

日本の高度経済成長を
背景に、テレビの家庭へ
の普及が急速に進展

テレビのブラウン管用ガラ
スバルブの生産を開始

道路網整備の進展を背
景に、自動車の需要が飛
躍的に伸長

自動車用ガラス事業に
本格進出

日本各地で公害問題が
顕在化したことを受け、
公害対策が本格化

イオン交換膜「フレミオ
ン ®」電解法を開発

地球温暖化問題が顕在
化するなど、地球規模の
環境問題への注目が高
まる

医薬品分野の技術の高
度化により、ライフサイ
エンス市場の規模が拡大

IoT社会の進化を支える、
通信システムとして第 5
世代移動通信システム

（5G）がサービスを開始

バイオ医薬品のグロー
バル CDMO 企業を買収

窓を基地局化する「ガラ
スアンテナ」を開発

スマートフォンが全世界
に普及するとともに、
機能の進化・発展が加速

代替フロン「アサヒクリン
AK-225」の製造を開始

スマートフォン用化学強
化ガラス事業を開始

1907年 1955年 1956年 1975年 1991年 2011年 2016年 2020年

※ 1978年以前は単体売上高、1979年以降は連結売上高。また、2012年以降は国際会計基準（IFRS）にもとづいて作成（2011年以前は日本会計基準）

AGCの創業者 

岩崎 俊彌

易きになじまず難きにつく
人を信ずる心が、人を動かす
世界に冠たる、自社技術の確立を
開発成功の鍵は、使命感にあり

AGCグループは、時代と地域のニーズに応えるため、 
事業ポートフォリオを変革し続けながら独自の素材・ソリューションを世界に届けてきました

2024202020102000199019801970196019501940193019201910
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近代化に向けた建設ラッシュ テレビ時代の到来 モータリゼーションの進展 環境問題の発生 スマートフォンの普及 バイオ医療の進展

提供してきた独自の素材・ソリューション

1907年

祖業のガラス事業を起点として、化学品、セラミックス、電子部材へと、産業の高度化に欠かせない素材・ソリューションの領域に事業の幅を広げてきました。

AGCの技術的強み 独自の優位性を持つ材料技術
（ガラス、セラミックス、フッ素等） 高機能化を実現する加工技術 ブラックボックス化された

製造プロセス 分析・シミュレーション技術

これらの技術的強みを育て、複合化させることにより素材メーカーとしてのゆるぎない力を備え、それぞれの時代と地域のニーズに応える独自の素材・ソリューションを世界に届けてきました。

共通基盤技術 生産技術（プラントエンジニアリング、プロセス技術）／モノづくり力／分析技術／シミュレーション技術／DX

建築用ガラス
セラミックス（炉材・ファインセラミックス）

自動車用ガラス
TVブラウン管用ガラス

基礎化学製品（塩ビなど）

TFTディスプレイ用ガラス

特殊ガラス（石英ガラス・レンズ等）

2020年代2010年代2000年代1990年代1970年代1950年代1910年代

EUV露光用フォトマスクブランクス

車載ディスプレイ用カバーガラス
赤外線吸収ガラスフィルター

機能化学製品（フッ素関連製品）
医農薬中間体・原体

微生物・動物細胞培養 遺伝子組み替え バイオプロセス技術

バイオ医薬品CDMO

省エネガラス（断熱ガラス・複層ガラス） 次世代領域

モビリティ

情報通信

次世代バイオ

環境&
エネルギー

無機材料
（ガラス、
セラミックス）

有機材料

バイオ

複合化

AGCの技術　～素材メーカーとしての強み～
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AGC、いつも世界の大事な一部

「モビリティ」領域

「生活関連」領域

「エレクトロニクス」領域

「ライフサイエンス」領域

安全で快適なモビリティ社会の発展に貢献する軽量・高機能な窓ガラスや
車載ディスプレイ用カバーガラスをはじめ、輸送機器に欠かせない各種製品を提供しています。

便利で快適な生活を実現する日用品やその製造に欠かせない各種素材を提供しています。

IoT/AI時代の到来や 5Gの実用化に不可欠とされる半導体・通信関連や、
ビジネスのさまざまなシーンで活躍するディスプレイ・電子機器などの素材・部材を提供しています。

人口増加や食糧不足、長寿命化、高度化する医療ニーズに応える医薬・農薬関連の素材・サービスを提供しています。

 トラック用ガラス
 自動車空調用冷媒

 建設機械用ガラス

 バス用ガラス

  施設園芸用 
フッ素樹脂フィルム

  液体クロマトグラフィー 
分析用充填剤

  苛性ソーダ 
（食器用洗剤原料）

  苛性ソーダ 
（せっけん原料）

  化粧品用
フィラー

 重曹（ふくらし粉）

  重曹（人工透析用輸液）

 デジタルカメラ用光学部材

  耐熱ガラス
食器

 ディスプレイ用ガラス基板
 電子機器用カバーガラス
 光学機器用ガラス部材
 電子基板材料用フッ素樹脂

 ディスプレイ用ガラス基板
 ストレージ機器用ガラス部材
 電子基板材料用フッ素樹脂

 理化学実験用ガラス器具
 組織培養用容器

 バイオ医薬品原薬
 低分子医薬品原体・中間体

  農薬原体・中間体   目薬向け医薬原体

 ディスプレイ用ガラス基板 鉄道用ガラス

 内装ガラス  洗面化粧台用ミラー

 塗料用フッ素樹脂
 部品用フッ素樹脂

 自動車用ガラス
  車載ディスプレイ用カバーガラス
  自動運転支援システム向け電子部材
 LED・有機 EL 照明用部材
  カーシート用ポリウレタン原料
  各種自動車部材用フッ素樹脂・ゴム

建築ガラス　 オートモーティブ　 電子　 化学品　 ライフサイエンス　 セラミックス・その他
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https://www.agc.com/sustainability/book/index.html#ac02








































https://www.agc.com/innovation/ao/guide/index.html










https://www.agc-glass.eu/en/sustainability/hybrid-mid-sized-pilot-furnace-for-flat-glass






































https://www.agc.com/company/agc_report/pdf/agc_report_2023.pdf




https://www.agc.com/company/dx/case/index.html


https://www.agc.com/sustainability/criteria/index.html
https://www.agc.com/sustainability/book/index.html


https://www.agc.com/news/detail/1207605_2148.html
https://www.agc.com/news/detail/1208709_2148.html
https://www.agc.com/ir/library/bizbriefing/pdf/2024_0911esg.pdf
https://www.agc.com/news/detail/1205905_2148.html
https://www.agc.com/news/detail/1203207_2148.html
https://www.agc.com/news/detail/1208656_2148.html
https://www.agc.com/news/detail/1208958_2148.html
https://www.agc-glass.eu/en/sustainability/decarbonisation/recycling#:~:text=Recycle%20Glass%20is%20AGC%27s%20service%20of%20collecting%20flat,recycled%20and%20remelted%20in%20its%20flat%20glass%20production.


https://www.agc.com/news/detail/1208111_2148.html
https://www.agc.com/news/detail/1204504_2148.html
https://www.agc-chemicals.com/jp/ja/company/vision/innovationstory/vol01/index.html
https://www.agc-chemicals.com/jp/ja/fluorine/products/forblue/
https://www.agc.com/news/detail/1203961_2148.html
















https://www.agc.com/sustainability/book/index.html
https://jacer-bhr.org/index.html


https://www.agc.com/company/purchasing/02
https://www.agc.com/company/purchasing/index.html
https://www.agc.com/company/purchasing/03
https://www.agc.com/sustainability/book/index.html
https://www.agc.com/hub/pr/fluororesin-recycling.html
https://www.agc.com/news/detail/1208106_2148.html












https://www.agc.com/company/pdf/governance.pdf














https://www.agc.com/ir/stock/meeting/pdf/legal1_100.pdf
https://www.agc.com/company/executive/index.html
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